
二

法
第
三
十
条
の
四
第
一
項
の
協
定
を
す
る
者
を
選
出
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
実
施
さ
れ
る
投
票
、
挙

手
等
の
民
主
的
な
方
法
に
よ
る
手
続
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
者
で
あ
つ
て
、
派
遣
元
事
業
主
の
意
向
に
基
づ
き

選
出
さ
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
。

２

派
遣
元
事
業
主
は
、
労
働
者
が
過
半
数
代
表
者
で
あ
る
こ
と
若
し
く
は
過
半
数
代
表
者
に
な
ろ
う
と
し
た
こ

と
又
は
過
半
数
代
表
者
と
し
て
正
当
な
行
為
を
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
当
該
労
働
者
に
対
し
て
不
利
益
な

取
扱
い
を
し
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

派
遣
元
事
業
主
は
、
過
半
数
代
表
者
が
法
第
三
十
条
の
四
第
一
項
の
協
定
に
関
す
る
事
務
を
円
滑
に
遂
行
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
必
要
な
配
慮
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
三
十
条
の
四
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
待
遇
）

第
二
十
五
条
の
七

法
第
三
十
条
の
四
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
待
遇
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
新
設
）

一

法
第
四
十
条
第
二
項
の
教
育
訓
練

二

第
三
十
二
条
の
三
各
号
に
掲
げ
る
福
利
厚
生
施
設

（
法
第
三
十
条
の
四
第
一
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
賃
金
）

第
二
十
五
条
の
八

法
第
三
十
条
の
四
第
一
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
賃
金
は
、
通
勤
手
当
、
家
族

手
当
、
住
宅
手
当
、
別
居
手
当
、
子
女
教
育
手
当
そ
の
他
名
称
の
如
何
を
問
わ
ず
支
払
わ
れ
る
賃
金
（
職
務
の

内
容
に
密
接
に
関
連
し
て
支
払
わ
れ
る
も
の
を
除
く
。）と
す
る
。

（
新
設
）

（
法
第
三
十
条
の
四
第
一
項
第
二
号
イ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
賃
金
の
額
）

第
二
十
五
条
の
九

法
第
三
十
条
の
四
第
一
項
第
二
号
イ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
賃
金
の
額
は
、
派
遣
先
の

事
業
所
そ
の
他
派
遣
就
業
の
場
所
の
所
在
地
を
含
む
地
域
に
お
い
て
派
遣
労
働
者
が
従
事
す
る
業
務
と
同
種
の

業
務
に
従
事
す
る
一
般
の
労
働
者
で
あ
つ
て
、
当
該
派
遣
労
働
者
と
同
程
度
の
能
力
及
び
経
験
を
有
す
る
者
の

平
均
的
な
賃
金
の
額
と
す
る
。

（
新
設
）

（
法
第
三
十
条
の
四
第
一
項
第
六
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
）

第
二
十
五
条
の
十

法
第
三
十
条
の
四
第
一
項
第
六
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す

る
。

（
新
設
）

一

有
効
期
間

二

法
第
三
十
条
の
四
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
派
遣
労
働
者
の
範
囲
を
派
遣
労
働
者
の
一
部
に
限
定
す
る
場

合
に
は
、
そ
の
理
由

三

派
遣
元
事
業
主
は
、
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
、
一
の
労
働
契
約
の
契
約
期
間
中
に
、
当
該
労
働
契
約
に

係
る
派
遣
労
働
者
に
つ
い
て
、
派
遣
先
の
変
更
を
理
由
と
し
て
、
協
定
対
象
派
遣
労
働
者
で
あ
る
か
否
か
を

変
更
し
よ
う
と
し
な
い
こ
と
。

（
法
第
三
十
条
の
四
第
二
項
の
周
知
の
方
法
）

第
二
十
五
条
の
十
一

法
第
三
十
条
の
四
第
二
項
の
周
知
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
新
設
）

一

書
面
の
交
付
の
方
法

二

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
る
こ
と
を
当
該
労
働
者
が
希
望
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
方
法

イ

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
利
用
し
て
す
る
送
信
の
方
法

ロ

電
子
メ
ー
ル
等
の
送
信
の
方
法

三

電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
、
磁
気
デ
ィ
ス
ク
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
物
に
記
録
し
、か
つ
、

労
働
者
が
当
該
記
録
の
内
容
を
常
時
確
認
で
き
る
方
法
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